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-器安第 1章緒 田
血液型物質は血液成分だけに存在するのでなく全身殆E総ての組織に分布されているととは
周知のととであるO 人尿中に同種血球凝集素及び同凝集原が存在しているととは吉田 (1928)
がはじめて報告し，その翌年 BRA回~ .&SHIEF' (1929)もA型人尿及び唾液より水溶性物質
を拍出し，その拍出物tri緬羊血球の溶血反応を阻止するととを報じている。 FREUDE:t¥TBERG， 
EICHEL & DIRSCHEL (1932)は蛋白質にも類脂体にも属き忽い白色粉末を分離し，凝集反
応抑制試験によってとれに型特異性を認めている O との物質は 4-5μ窒素を含有し，その水溶
液ほ左旋性を有し，加水分解後 Fehling氏液を還元ナるという。藤田 (1929)は相当長時日
を経た人尿斑が型特異的に凝集反応を阻止するととを認め法医学上の鑑定材料になり得ると報
じ浜田(1930)は筑幼児尿 129例について凝集素吸収試験により殆ど各自の血液型と一致ナ
る成績を挙げ得たと報じている。
最近奥山 (1950)はA型或はB型尿ムコイドは夫々抗A或は抗B凝集素の作用を 104倍稀釈
程度迄阻止し，A型尿ムコイド免疫の場合同:僅かながら緬羊溶血素の産生が認められたが，人
血球に対する凝集素の産生は認められす九型に無関係に人唾液に対して沈降反応を呈したとい
う。倫菟疫実験では徳山 (1931)はA型， B型の正常尿をとり，その酒精成分に豚血清を賦加
して家兎を菟疫する時は型特異性抗体の産生ナるを認めたと報じている。叉 LANDSTE町 ER 
& EISLER (1930)，DOERR & PICK (1913)，KAMEKURA (1925)等は健康尿をもって菟疫
実験を行い，何れも抗体の産生を認め， DOERR & PICKはその抗血清は種属特異性を欠き，
臓器特異性を有ナるものであると云い，他の人ほ何れも抗血清の種属特異性を認めている O
叉人尿を分泌型，非分配型に分け得られるととは SASAKI (1932)，FRIEDENREICH & 
HARTMANN (1938)，寺田 (1934)，庫 (1949)等によって報告されている O 余も分泌型，非
分泌型の点から実験を試み，同時に動物尿についても入同様に分泌型，非分f必型の立場から実
験を試みた。
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第2章実験材耕忍び実験方法 第 1項各型E常人尿中D型物質と 
第 1節実験材料 l唾液中の型物質との比較
1.血 球 各型を通じでlilj波で分泌型と列定される人の尿で
家兎血球，海狽血球はクエシ酸y-ダ血液を腕脂 は抑制作用が見られ， s!lミ分泌型の人の尿では恥 Lる
綿で糠過し， 0.9%生理的食盤7](で、数回洗t醸した。 作用が見られず，両者の区見IJをよく認必得た。 0型
馬血球は屠揚から入手し，人血球主同様につ〈る。 以外の分器、型の尿ではO物質は抑制が弱〈痕跡程度
，2. 唾 4 液 であった。総じで尿中の型物質は唾液中の型物質と
a前編におけるようにしてこれをつ〈った。 平行してい忍様に思われるく表 1)。
3. 尿 第 2項各型E常人尿における
!人尿を昼間と早朝一番はじめの封1，世j誌とを前尿， 前尿，後尿の比較 
後尿の二つに分けて採取し，とれを浴槽で 1量に A型並にB型の人の早朝一番はじめの排世尿を前
10 
濃縮，セロファン袋に入れ， 48時間流水で、透析した。 尿，後尿に別けで採取，凝集反応抑制試験を行った
動物尿は自然排世尿をとり，人尿と同様に処置した。 が前j札談尿に差異を認、必なかった。 0型及び AB
第 2節実験方法 型の人の昼間の排世尿の前尿，後尿も$，同様差異を
1. 凝集反応，沈降反応，既牧試験 示さなかった。
第 1編におけると同様であるから省略ナる。 第 2節濃縮透析人Tit
2. 溶血反応抑制試験 各型人尿を 1量に濃縮し'1:.揚合は非特異的に凝0 '=1":-_'~ ''-'''I'IJ.:.l ._... '-
血球凝集反応抑制試験の場合主同じように対照の 集反応を阻止すQ作用があるので透析ナるととによ
溶血反応が完全溶血を墨ずる様に溶血素血請を稀釈 りζの作用を除いて実験を行った。

し，その 0.25ccに逓降的に稀釈した尿乃至!唾液を 第 1項各型濃縮，透析人尿の 
  
0.25 cc宛注加し， 370Cv排卵器に 1時間入れ，そ 前尿，後尿の比較
の後とれに抗原として3%の血球浮話事故 0.25cc宛 正常尿で実験した同一人の尿を 1量まで濃縮透
10 
を注加し，更に予め正常溶血素の存しないととを続 析後実験を行った。人尿を濃縮することによれ分
めた 10倍稀釈新鮮海狸血請を 0.25cc宛加え， 1時 泌型の尿で、は各型共正常尿の時よりも強い抑制作用
問 15分 370Cの勝卵器におき，その問時々振主主し，が見られ，非分泌型の尿ではあLる作用が全くな 
後その反応
¥ 
を検した口*十は完全溶lII!， -1-十は強度好 く，両者の区別が極めて明瞭に認められた。各型共
血，+は弱度溶血，士は痕跡溶血，ーは溶血陰性 に分泌型の尿で、は前尿，後尿共に同程度の抑制が見
なQを示ナ。 られ，両者に差異を認め得なかった。各型人尿のO
3. 克疫動物及び克疫方法 物質でも分泌型の尿では古ij尿，後尿共に同程度の抑
成熟した家兎及び鶏を選ぴ，克疫に先立って唾液 制作用が見られ，非分泌型の尿ではmi]尿，後尿共に
型並に血清型を列j定した上使用した。血液型並に分 か Lる作用が全く見られなかった。
都型，非分泌型の明かな人みら尿を採取し J j置に 第 2項完全排尿してから 1時間後に，10 
濃縮した後セロ¥ファレ紙の袋に入れ， 24時間流水で おける尿中の型物質
透析し， とれを 2-4日の間隔で 10-15cc宛家兎乃 完全に排尿してから 1時間後に再び尿をも!ド世さ
至鶏の静脈に注射し，最後の注射日より 6日後に杢 せ，とれにつν、で実験を行ったが通常の排世尿との
採血を行って血請を分離し，560Cの部槽で、 30分間 問に差異は認められなかった。
加熱，非効性とし， 5%の石炭酸生哩的食塩水溶液 以上の諸実験により尿の型物質は尿そのものの成
を1量の割合に加え，氷室内lに貯えて用いた。 分であって尿路の分泌物に由来ナるものでない ζ と
r' 0= -.， 
第3章人尿の実験成績 は明かであるく表 2)。
第 1節正常人尿 第 3節蛋自民 
  
排継されたま Lの人尿では非特異的に凝集反応を ζれまでは健康人尿中の型物質について検索した

阻止ナる作用があるので，尿の型物質の有無や分泌 が，蛋白尿の場合は如何と思い，排i世された主 Lの
 
1 
型，非分泌型の鑑別に困難を感じる為，尿中に燐酸i 尿と 10に濃諦後透析した尿とについて凝集反応抑
緩街液の適当量を混和稀釈した後，凝集反応抑制試 制試験を行ったが，排i世された僅の尿には建康人の
験を行った。 尿中に存在ナる蛋白よ P多量の蛋白質が合まれてい
， 
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各型人尿に於ける前尿，後尿の比較 (表 2)
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蛋白尿による凝集反応抑制試験 (表 3)
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るが，型物質はそれと無関係で!il!I者flJに差異は認め AS型人唾液克疫家兎血請を A+型緬羊血球で殴
られなかった。濃縮透析尿の場合も同様であった(表 収すると抗 Ar，IT凝集素が残る。との抗体を用いて
のo AS型及び As型人尿の抑制試験を行うし前者で
第 4節 人尿中の型物質ーの分析 は抑制作用が見られ，後者では全くとれが見られな
第 1項 A型人尿中の型物質 いく表 4)。 
1. Ar，lI部分抗原
AS型人時被克疫家兎血清に対ナる人尿の凝集反応抑制試験く表 4)
一一
氏 名|殴!J!/-.抗原 2 4 8 16 32 64 128256512102420484096 K K 
佐藤公S
高沢 AS 
岡部 As 
濃縮透析尿
H 

H 

ム十十L -1-十廿〆廿 廿 t十一-1-十
-1十ム十-p- -p- 4十件 +十 +十 廿
十 件 十十十ト十十 * i+十十 4十 4十 t十 +十 十
佐藤 AS I唾 波| ム+ -p- 廿 廿 
2. Arrr部分抗原 型， As型人尿θ溶血反応、抑制試験を行うと， AS型 
A型人血球克疫家兎並l請を山羊血球で、既収す-3と λ尿では抑制作用が見られ， As型人尿では見られ
抗 AIlr緬羊溶血素が残る。 ζの抗体を用いて AS ない。溶血抗原血球にはA十型緬羊を用いた。
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A型人血球兎疫家兎血清に対ナる人尿の溶血反応抑制試験 〈表 5) 
民 名 吸~抗原 2 4 8 16 32 64 
濃縮透析尿 + 
土 + H
円 廿  
廿
藤沢部佐高岡
}ζ 128 256 512102420484096 
*十4十 叫 *十 冊 -H十
tI十 tI十 *十 *十時 叫 
冊 時 *十 十時 冊 '* 
H廿士 + AH 
Iζ 
冊 
f十 
佐藤
AAAsss 
AS 
叩『器H 
H
叫 tI十
m
臨 波
官廿 ft 
#十 
。 ∞ 。  。 ∞ 
吋 
廿
3. Arv部分抗原 見られない(表 6)。
山羊血球(Arv)をもってA'ー型家兎を菟疫して 同様A型人血球克疫家兎血清を用いで Aー型縞1
凶 
得た抗血清中には抗 Arv凝集素がE量生されている。 羊血球に対ずる溶血反応抑制試験を行うと AS型人
∞
とれで前同様の抑制試験を行う主 AS型人尿では16 尿で陽性であれ As型人尿では陰性であるく表 7)。 
-32倍抑制作用が見られ，.As型人尿ではこれが金〈 
千件 
山羊血球克疫家兎血清に対ずる人尿のA型人血球凝集反応抑制試験 く表 6)
NH V N O H  
NGH
N V
N 4V 
AHH H
H * 
吋 ∞N 
。司 寸4吋4αコ m 
σコ 
m w ∞ 的4y
UH 
N J [
wT叶氏， 凶、凶名 殴 l院抗原 凶 
品川口廿藤沢部AAAsss 円 廿佐高岡 千円廿 廿円廿廿骨骨骨骨骨骨
濃縮透析尿 + -1十
骨十ト
∞ 一 [ ∞∞
廿 
叫 。 阿 
廿
廿 
官川官
凶 
廿
廿
廿 
∞
廿廿 
H
aH
H H H H
佐藤 AS 時 液 -L. + 子骨
A型本血球克疫家兎血清に対する人尿の緬羊血球溶血反応抑制試験 く表 7) 
NH N
NH YN 4 Y O N  
'* m
叫'* 
-L. fL 
4十 4十 
AH品 川 げ 廿
骨骨H 
AU廿 
ひ3 寸4 ∞ C.D 。司 マf 叩 ∞ 的m w O O H Yω凶 Nv吋 CIj C.D 人ノ民 名 暖牧抗原 凶 一、... 
*十
UH 
藤沢部 川 甘
AS 濃縮透析尿 +
佐高岡
*十 -H十 叫
廿十
件 十時 十時 十時
十1十AS #十 *十 -H十十ト 叫士 廿ト tI十 時骨
As -H十 冊 -H十 時 叫 世 叶 世冊 冊冊H 
十i十佐藤 AS 睡 液 + 廿 冊
第2項 B型人尿中の型物質 2. Bn部分抗原 
1. Br部分抗原 家兎血球菟疫鶏血清を O型と A型の人血球で殴 
B型人血球克疫家兎血清をO型並にA型人血球でー収，程属特異性凝集棄と抗0焼集素，抗C焼集素を
吸収し，抗 Br凝集素を残す。 ζれで BS型人尿と
Bs型人尿の抑制厚応を行うと前者でよく抑制が見
られ，後者で、は見られない。
B型人血球克疫家兎血清に対ナる人尿の
凝集反応抑制試験 (表 8)
名!礼的対∞出B3RS自f氏 .-IC'¥l凶凶凶
抗原
石川 BSJ警析震|一一一+川****→廿
那須 Bsl-//一一一一+千十ト#井4十一#
大森 Bs I グ |骨骨骨骨骨廿4十廿十十十十一升
石)同|哩液l一一一一一一士+州ー#
除き，更に海狽血球で、既収ナると抗Bu凝集棄が残 
る。これを用いて同様抑制試験を行うと BS型人尿
では抑制され， Bs型人尿では抑制されない。
家兎血球完疫難血清に対ナる入尿の
民
石川 BS
那須 BS
大森Bs
石川 BSJ唾
凝集反応抑制試験く表 9) 
一一ーム+fL-P--I-十士十件--1-十
一一ーム++fL+ト廿*-t十
件4十件t十*-1-十t十骨骨骨一十ト
液|一一一一一ーム十一廿
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3. BIIr部分抗原 る凝集抑制作用を見ると BS型人尿ャ、は 32-64倍稀
海旗血球兎疫鶏血球をA型人血球で、殴収し抗C凝 釈主で陽性でるり，Bs型人尿では会〈抑制が見ちれ
集棄を除〈と抗BIIr凝集素のみが残る。とれに対す ない。
海混血球克疫難血清に対する人尿の凝集反応、抑制試験 く表 10)
民 名 吸牧抗原 2 4 8 16 32 64 128 256 512 1024 20484096 K K 
石那大川須森
BS 
BS 
Bs 
濃縮透析尿
1 +十-+十 
H廿 AH H廿 
..L
千円廿廿+ + H
廿 
+ 品 川  ..L 
H廿廿 
AH
AHH
廿
け 廿 AHH
廿川廿
AHH
廿 
H廿 
骨骨骨 
石 
l 
BS
' ' ' '
液唾 ..L 十 -p
H廿 
第 3項 0型人尿中の型開 Or凝集素が残る。とれに対ナる OS型， Os型人尿
Or部分抗原1. の抑制試験を行うと OS型では 16-64倍稀釈愛で抑
O型人血球克疫鶏血清を白鼠血球で吸収ナると抗 制作用が見られ， 08塑ではとれが杢〈見られない。 
0型人血球克疫難血清に対ナる人尿の凝集反応抑制試験 く表 11) 
民 名 吸牧抗原 2 4 8 16 32 64 128 256 512 1024 20484096 K K 
回 
坂 
田 
平 
AHAμH
廿
A a s i - - H
廿
OS I1唾波 l J_ 十 
I濃縮透析尿|一一一一ーム十+OS 
OS I 11 I- -ーム十++千
Os I グ I*1十件骨骨骨件士十
リ廿廿日廿 
AS 
千ー廿 
十十一骨
骨，- 1十 
#-* 
Orr部分抗原
白鼠血球克疫鶏血清を家兎血球で暖J/:(ずると抗O 
2. 尿の凝集抑制試験を苛うと前者では 32倍稀釈主で
抑制が見られ，後者では全く見られない。 
II凝集素がのこる。とれに対する OS型， 08型人 
白鼠血球克疫難血清に対ナる人尿の凝集反応抑制試験 (表 12)
廿品川品川H
廿 
氏 名 吸牧抗原 2 4 8 16 32 64 128 256.512 1024 2048 40968192 K K 
H
骨骨骨 骨骨品川廿日廿品川AHAu士土日廿 千円廿廿坂田平黒恩川
OS + 
+ 

十」ー濃縮透析尿
oS + 
-p
tf宅 円 廿 骨廿08 廿 卦 t十H 
げ 廿廿
恩 田 OS 睡 ?夜 ..L + 十 
3. OIIr部分抗原 稀釈まで抑制が見られ， Os型人尿で、は全くこれが
家兎血球克疫鶏血清を用いて OS型， .08型人尿 見られない。
の凝集反応抑制試験を行うし OS型人尿では 32倍
家兎血球尭疫難血清に対ずる人尿の凝集反応、抑制試験 く表 13)
氏 名 吸牧抗原 2 4 8 16 32 64 128 256 512 1024 2048 4096 8192 K K 
坂回平黒恩川 品川口甘口廿骨骨 
H廿
円 廿  
AHH
廿
斗
HH
廿 
H廿
日廿日廿 
HT
ιiAHH
廿
AIAaH
廿
+ 子  
ι μ  
+ 
+ 
* 
..L 
+ 
士十 
..L 
濃縮透析尿OS 
OS 
品
μ4十
AH
H08 
思 回 OS 唾 液 ..L 十 + 十 tム 廿 
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第4項沈降反応 
1. AS型人尿く10倍濃縮透析尿〉 
A型人血球克疫家兎血清と人尿との沈降反応
託子問原
 2 4 8 16 32 64 128 

那須 ASI怖'+
阿部 ASI 叫+
岡部 ASI時十
佐藤 ASI 叫牡 
A型人血球克疫家兎血清No.1とAS型人尿とで
沈降反応を行うと極めて弱い反応を示じた。 
AS型人唾液との沈晦反応 〈表 14)
2 4 8 I16 32 64 128 256 詮l
2X 
5X 
10x 
20X 
十時十時叫-H十時十tト 
-H十時 -H十 十件十時十件 
叫冊-H十-H十時 4十 
冊叫-H十-H十時十十 
A型人血球克疫家兎血清の原液を使用ナ 
2. BS型人尿くm倍濃縮透析尿〉 たが陰性であった。抗血践の沈降素の弱い故もあろ 
B型人血球克疫家兎血清No.2と沈降反応、を行つ う。 
B型人血球克疫家兎血清と人尿との沈降反応 BS型人唾液との沈降反応 (表 15)
抗河原 2 4 8 16 32 64 128 2 4 8 16 32 64 128 256 引き| 
湯本 BS 2X 十i十十時-H十世
5x那須 BS 骨骨骨
阿‘部 BS 一 10x 
B型人血球克疫家兎血清の原液を使用ナ 
3. OS型人尿く10倍濃縮透析尿〉 めで弱い沈降反応を示した。 
OS型人骨波菟疫鶏血清 No.3とOS型人尿は極 
OS 型人哩液克疫難血清 ξ 人尿との.~降反応 OS型人唾液との沈降反応く表 16) 
2 4 8 16 32 164 128h明原 
思同 OS -It十十 
黒坂 OS +1*+ 
来山 OS -It十+ 
4. 非分泌型人尿 (200倍濃縮透析尿〉
抗T沈降素を有ナるE常鶏血清と非分泌型人尿と
の沈降反応を行うと，分秘型人尿の際用いた様に 10
倍濃縮透析尿では反応を示さず，更に高度に濃縮し
て実験すると反応は陽性に出るが，との反応、は同様 
高度濃縮の分泌型人尿にも同様見られるので非特異
のものでる札結局抗T沈降反応は見るととが出来
なかっ先く表 17)。
第 5節人尿克疫血清
第 1項 AS型人尿克疫家兎血清 
‘1. 種属特異性凝集素並に抗A凝集素の産生 
AS型濃縮透析尿で4頭の家兎を克疫したが途中
2頭は死亡した。兎疫は 17同行った。種属特異性凝
京~I
 
2X 
5X 
10x 
20x 
2 4 8 16 32 64 128 256 
叫冊-It十冊 f十十冊掛+十
十ト-It十叫"*叫掛
-H十冊冊-H十 
骨骨 
集素は殆ど産生せず，抗A凝集素は No.1で、は 64
倍， No.2では 256倍の価を示した。尭疫前の正常
抗A輝集素は AS型人唾液で完全K駿収きれあもの
であったく表 18)。
2. AS型人唾液に上る暖lfJ(並に抑制試験
とれらの克疫抗A凝集素は 20倍稀釈の AS型人
時波等量で、暖収しつくされ， BS型人哩液では変化
なく，凝集反応、抑制試験では 512-1024倍稀釈愛で
の強い抑制作用が見られた。人血球ではま量で吸収
される(表 19)。 
3. 沈降反応 
No.2克疫血清は各按濃縮透析人尿及び人唾液と 
非特異的に極めて弱い反応を示したく表 20)。
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鶏番号 1 No1 N02 N0.3 

原| 人尿仰O倍濃縮) I 人尿ゆO倍濃縮) 1 人尿(2附濃縮〉 

新井 Bs 1世冊骨+一一一 

大池 ABs 部骨+一一一一 
1
16句倒削ロ 
17)T E (表抗 沈降素を有ナる 常鶏血清と非分泌型人尿との沈降反応
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12
抗
五¥fqmヂ12 
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4 8 16 32 64 1281 2 4 8 16 32 64 1281 2 4 8 
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AS型人尿克疫家兎血清の凝集反応 (表 18)
井十叫 4 l +叫!件 叫叫時十ト件ー|十時世十時十十ト時世一叫十#ト十冊件十叫叫一 IL
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AS型ノト唾液1'(上る凝集反応抑制試験 く表 19)
抗血清|吸牧睦液 l2 4 8 16 32 64 128 256 5121024204840968192 K K 
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第、3号	 千葉医学会雑誌 -249-
ill U	 第2項 As型人尿克疫家兎血清 
-d
L TF
く一人一 
2
一世川町叫#+冊++
応一一原一世冊川市時世世世叫鹿一人一 
2
一時一時叫#+川背骨#
り一一原一冊冊叫品世世帯冊
ー
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As型濃縮透析尿をもって 4頭の家兎く血清型は
ほ一別 釈一崎市耳目
14
』 
一』』
人一京稀一
一一 
8
一一骨一一一一 一
波 4一骨時叫 +一+枕 尿一路 一一一
K
一一一一 一一一一
ilの一塁  
8
一一一一一一一
れ 国 4一骨冊骨一一+一一限 一
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0'が2頭， αFが1頭，s'が 1頭〉を克疫したが克疫
回数20回後も型特異性凝集棄の産生なし抗 Ti比K
降素の産生も見られたかった。
第3項	 BS型人尿克疫家兎血清 
1. 種属特異性並に抗B凝集棄の産生 
BS型濃縮透析尿で4頭の家兎を克疫した。 2頭
は注中死亡し，残 V，2頭では 15問。克疫後，種属
特異性凝集素の産生は殆ど見られなかったが抗B凝
集棄は No.6では 128倍， No. 8では 32倍の価を
示した。菟疫前の正常抗B凝集棄は BS型人唾援で、
既収され3ものであったく表 21)。 
一一一
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抗抗一佐高石恩黒岡岡川 
• 

克疫前 
. 
BS型人尿克疫家兎血清の凝集反応、 く表 21) 
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A 1+ +一一|一一一一一一一 1+ム一一一 1+ム一一一-
BI骨子+一 1**+一一一一|升#十一一 i廿十十一一一
tiQv ハυワ 山  吐AnU n cn u  
12 I 0 
克|回 1 ^ 1 
山 IA I死 
B 
疫しーよ一一 
亡 一千一 
2
・
・ 
帽
一
Lif-4
r
一世一 
8
一 ' 』--一ー一守
一
l
RUi
一一白一 沼
ー
一一一四死	 亡
-
一一臼一一回一一時一 一  
8
十 一  
4
廿 一  
2 
後 115 10 
回|IA +ムー一一一
B 叫 fl十叫fIL-P-++ 世帯骨++-
2. BS型人哩液による殴収並に抑制試験 2048倍稀釈c哩液で抑制された。血球では一量で 
とれら尭疫血清の抗 B凝集素は 20倍稀釈の BS
、殴収された。
10 
型煙波等量で完全に吸収され，抑制試験では 1024-
BS型人唾液による凝集反応抑制試験く表 22)
吸牧人 抗原，稀釈倍数
抗血清
唾液の姓 I 2 4 8 16 32 64 128 256 512 1024 2048却96819216384 K K 
No.61石川 BSI一一一一一一一一一一土+十#ー廿
秋兎 BS I一 一一一一一一一ーム++千廿ー廿 
3. 沈降反応 OS 型濃縮透析尿で 2~の鶏を克疫したととろ各
各型濃縮透析尿及び人唾液に対し総で陰'陛であっ 型人血球に同様に作用ナる採集素の産生が認bられ
た。	 た。克疫前のE常抗Of凝集素は os型唾液で完全に
監第4項 OS:型人尿克疫鶏血清 段収されたく表 23)。
1. 種属特異性凝集素並f!(型特異性凝集棄の産生
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os型人尿克疫家兎血清の凝集反応く表 23)
疫免回
数
吸
JfZ 
血
球 
作 No. 2 
用
血 2 4 8 16 32 64 128 2 4 8 16 32 64 128 256 E求
疫前克
。t十冊叫十一一一
A 冊 t十時十一一一
B t十 t十時+一一一
世廿千十一一一一 
+ト* +一一一一一 
冊子 ftl千十一一一 
現t 
12 
回 
10 20 40 80 160 320臼o I10 20 却 80 160 320ωK 
。叫+十+ム一一一 叫士~ f- +士一一一
A 4骨骨+ム一一一 甘十世+ +一一一一
B 甘十 t十十ム一一一 骨子+十一一一一 
疫
後 15 
回 
A 
B 
2 4 8 2 4 8 16 32 64 128 256 
。十時 t十世帯骨十一 t十時時時サ十f-+ー
A t十叫冊世十廿十一 t十世十i十廿f- +ムー 
B 冊#十時叫す十+ー f十ト叫叫 4十f- + -.lー  ー
。-・ー・駒圃司 -・‘ ・圃圃圃司 '圃圃圃喝 ・副・a・ -司圃 掴F圃白圃喝 一 一一一一一t 一-
A .ー -ー圃圃圃圃圃圃‘ ・・・ー- -同- 固'ーー・圃晶 恒圃圃回国且 恒圃圃幽圃・ -・・司- -岨・ a‘ ・・a司 白圃園開園喝 恒圃圃圃圃・- ・a・ー ・・句匝圃 
B 一一一一一一一 -・・圃・圃 - ・・園周'司 ・・圃・帽- -恒圃・圃・ ・ー・・崎 ・.開・・圃且 ・-
2. OS型人睦液による吸収並に抑制試験 験では oS型唾液の 512-1024倍稀釈主で抑制が見
上記の克疫凝集素は OS型人哩液の 20倍稀釈等 られあ。人血球では王量で暖牧され答。
20 
量で、完全に吸収される抗O凝集素であった。抑制試
OS型人唾液によあ凝集反応抑制試験く表 24)
抗血清|吸収唾液 12 4 8 16 32 64 128 256 512 1024204840968192 K K 
，恩田 OS -L + +十 +十 廿OS型人尿克疫
黒坂 OS -L 十 4十 士十 
No.1 糸山 OS -L +1-1- 廿 士f 4十
OS型人尿兎疫 1恩田 OS

黒坂 OS
 
No.2 糸山 OS

入尿及び唾液との沈降反応く表 25)
抗原別|人 尿|人唾液
抗原稀釈|原 2 4 8 16321原 2 4 8 16沼
恩田 os1 t十時十骨骨十一|叫叫十十一一
黒坂 OS1#十叫十時 ++-1#十時十時+十一
佐藤 AS1->十時一一一 -1峠#一一一一
高沢 AS 冊叫+一一一|時叫+一一一1
石川1BS 1冊叫叫+一一|叫#一一一一
那須 BS I冊骨+一一一Itt十一一一一
阿部 A8 I一一一一一一 l一一一一一一
川平 08 I一一一一一一 I一一一一一一 
士 十 十 4十 4十
」司 十 士十 廿 
-L. 十 4十 +十* 

3. 沈降反応
克疫血清 No.1は分泌型の各型濃縮透析尿並に人
唾液と弱いが沈降反応を示Lて'非分泌型の尿や唾液
では陰性であるから抗O沈降素の産生を来したもの
と思はれるく表 25)。
第 6節第3章の概括
以上第 3章の実験成績を主主めると失の如くであ
る。各型人尿では各血液型に相当して分担、型，非分
泌型の別がそのま Lの尿でも認められ，濃縮透析尿
ではその差呉は向一層著明に認められる。。型でな
い他の型の分泌型の濃縮透析尿にも O物質が認めら
れる。人尿中の型物質は尿の採取の時期により余り
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動揺がないようであ否。尿中の型物質は唾液c型物 人尿兎疫血清の上記凝集棄は人唾液で容易に殴収
質と平行しでいた。 され，反応を抑制されるものでちる。 
A型人尿の分泌型では Arく人部分)， Alnく豚部 沈降棄ではO型尿兎疫で抗O沈降素の産生が認め
分)， Arvく緬羊部分〉の各部分抗原が認、必られ， B られただけであった。 
型人尿の分泌型では Brく人部分)， Bnく家兎部分)， As型人尿尭疫血清では型抗体も抗 T沈降棄の産
Brnく海旗部分〉が， 0型人尿の分泌型では Orく人 生も認められなかった。
部分)， On(白鼠部分)， OInく家兎部分〉が認、必ら 第 4章諸種動物尿の実験成績
れたが，各型人尿の非分泌型ではそれぞれの部分抗 第 1節諸種動物i尿中のA型物質-
原のどれも認めるととが出来なかった。 第 1項 E常人血清の抗A凝集素くのに
A型人尿では非特異性の， 0型人尿ではO物質ー に 対ナる凝集反応抑制試験
よあ弱い沈降反応が認められたが， B型人尿で、は反
人のE常抗A凝集素の質的差異を少なくナるため
応が見られなかった。
A型並にB型人尿克疫血清では各型に共通な凝集
数十名のB型E常人血請を合せ，とれを抗A血清と 
素は殆ど産生されず，型特異性の凝集素の産生が認、 しで用い，諸種動物，の尿による抑制を行ったとと
められた。 0型人尿克疫血清では各型に共通したO ろ，ある犬，豚の尿では 32倍，るる縞羊の尿では 4
物質に対ナる焼集棄のみが産生された。尿の型物質 倍迄抑制作用が見られ，他の猫，山羊，午，馬，.i毎
の克疫力は蹴して弱い。 狽の尿では抑制作用が見られなかったく表 26)。
抗A正常人血清(のに対ナる凝集反応抑制試験く表 26) 
E 常尿、 | 濃縮透析尿
-1動物の別 
尿の性状 I~ 司∞虫お苫凶凶 l 尿の性状 I~ 対∞出羽忍密実包凶凶
色1++千#廿廿一骨|中性[無色透明|十ト廿骨廿骨骨骨骨#ー廿
角山羊|アルカリ|黄 色|ム+-J-L升廿骨ー廿|グ|淡黄色|骨骨件#廿升#廿骨ー#
旧緬羊|アルカリ|黄 色|ーム+-J-L廿廿一件 1 1 ! i炎黄色|ム+千#件骨骨**一件
新編羊|アルカリ|桂黄色|十十干骨骨骨ーす十 1 1 1 ;陸黄色|十ト廿#骨骨骨#十ト廿ー十ト
一一一ー をーー  
酸 性|桂黄色 1猫 NO.l 淡黄色+十廿+十廿廿f十一十ト +-JL f{-士十+十 t十4十t十十十一+十 
1 H1 No.2 淡黄色 淡黄色1-十廿 4十十十 4十4十-+十 廿十十件+十+十+十十ト 4十+十一+十
グ No.3 1 H桂黄色 桂黄色4十廿 t十士十+十廿-+十 廿 4十士十+十廿 4十廿廿*-+十
H弱アルカり白 犬 i炎緑黄色 淡黄色 十ト件十ト**+ト+十骨骨-+十4十***+十件一+十 
1 桂黄色淡黄色黒 犬 -ーム++-+十一性酸 '性 一一一一++骨卦*-+十
グ|無色透明アノレカリ海猿 No.l 無色透明 +十十十士十骨骨骨ー +十 4十4十十十 t十十十十十+十+十件-，十 
H 1 H11 No.2 白色調濁 廿十十廿廿+十廿一廿 廿+十廿廿廿十ト廿骨骨一+十 
1 H 111 No.3 白色調濁 t十骨骨骨骨骨-+十 廿 4十十十十十廿士十廿士十+十--+十
アJレカリ H黄色調濁栗毛馬 禍黄色-JL -JL +十+十骨骨-* t十廿廿廿*，十骨骨士十一廿
H 1 1 1黒毛馬 +十'--J-L+十 4十+十一廿 十ト骨骨+十+十+十**+十一+ト
H~~アルカり豚 No.l 淡黄色黄色調濁 一ーム+千*-+十 ムー+++'--1十廿十ト 4十-1十 
HH1. No.2 H 責 色 4十+十件+十件骨十十 4十+ド-1++'-廿**+十+トー すト 
H 111 No.3 7J1レ:力事 黄色調濁 十L廿 4十士十骨廿廿士十+十 -1十ム++ト士十 t十件-+十 
H1 No.4 H 黄 色 桂黄色一士+十L廿+トー骨 一一一ーム十干*+トー廿
H寺L 牛 No.lアJレカリ 澄黄色 禍黄色*骨骨骨骨十ト-* 十+十*十ト*廿十十+十-，十4十ト 
HH No.2 1 黄 色 十十十十件十ト十十 4十-1十 1 骨骨骨骨骨骨+十 4十1+-1十
1 H朝鮮牛 No.l H +十'--1十骨骨+十一# 1 +十* 1十オ十骨骨骨骨-* 
1H No.2 1 H 桂黄色-J-Lサ十廿廿士十十トー+十 十十十ト骨骨骨骨骨士十 t十一+ト 
AS型人尿|酸 '恥
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第2項 A型入血球克疫家兎血清に対する 犬，豚，緬羊の尿では抑制作用を示ナものと示さな
溶血反応抑制試験 いものとに区別された。しかし他の動物の尿では抑 
A型八血球克疫家兎く抗Arv溶血素〉を用いて諸島 制作用が見られなかった。前項の成績とよく一致し
種事j物の尿による山羊溶血反応抑制試験を行うし た。 
A型人血球莞疫家兎血清に対する溶血反応抑制試験 く表 27) 
E 常 尿 濃縮透析尿
動物の別
尿の性状 尿の性状 12 4 8 1632 64128K K 
親 rJ 羊 !J~ア Jレカリ 要王 色 一叫十時世-1+十 中性 褐黄色 十佐官十時十片品*ト十件一帯
角山羊 フ?)レカリ H 一世*十時一帯 H 1 十!十叫*十*十叶十i十冊-*十
旧縞羊 H 
|按黄色
一時十j十世一時 1 H 一++十冊甘十世 1十一世
新編羊 1/ 一十件十時十件一時 1 H 十1十*十時叫帯十件1+十一十時
猫 No.1 酸 'l~t H 十社十時世帯-+1+ 1 れi火白書頁hι -肝#十叫*十世*ト掛ー叫
評 No.2 1 淡黄色 -H十+1+十|十時一時 世 f/ 叫叫-¥t十世*十冊*十-#十 
1 No.3 H 澄黄色 叫十1十時fH-一時 H 桂黄色 冊+1+#十世帯品+1+ー十社
白
犬 l弱…|黄色 世帯十時冊一世 H 淡黄色 世帯叫*十叫 f廿叫-+1+
黒 犬酸 性淡黄色 一一時十件ー叫 H 1 一一一一十冊時一世
海援 No.l アルカリ 無色透明 骨世帯十ft一叫 H 無色透明 十時十i十世世#十冊*十-*十 
1 No.2 H 白色調濁 f十ト+1十世*十一叫 H 1 叫冊 t十十*十叫-¥t十時一叫 
1 No.3 H 1 1#十+1十時十時-+1十 1 *十時十1十-¥t十時*十時一叫
栗，毛馬 H 黄色調渇 十i十十時世帯一-肘 H 禍黄色 品十1+叫+1十世十時tI十一世
黒毛馬 H H #十世*十耕一叶 1 H -¥t十世冊tI十叫#十時一冊
豚 No.l 弱アノレカリ 黄色調濁 一一+甘十一叫 1 淡黄色 一一一一++t叫一時 
H No.2 。 黄 色 十時十時十時十i十一叫 1 H 叫*十十iト+1十世十時叫ー叫 
H No.3 ア Jレカリ 黄色調濁 +1++1十#十時一時 H H 冊"*冊冊#十叫叫ー十!十 
H No.4 H 黄 色 十時時十時#十一世 H 桂黄色 一一一一十廿L 冊~+I+
乳牛No.1 H 澄黄色 十1十叫#十時-tI十 H 椅黄色 十時tIt叫十i十tI十世叫ー十時 
1/ No.2 1/ 頁司 色 #ト#ト叫十時-+1+ H H 叫叫tI十冊 tf十1十時一冊
朝鮮午No.1 。 H #ト+1++1+叫 -it十 H H #十世 t時十時#十世叫一時 
H No.2 1/ H #十叫世帯-#十 H 桂黄色 十時 it十tI十時tIt.tI十世一時 
AS型人尿|酸 性|桂黄色|一時叫時一冊 I1/ I祖黄色|一一一十世品世一世
第3項 海摸腎臓克疫家兎血清tこ対ナる凝集 別され，他の勤物尿ではすべて抑制作用を認めなか
反応抑制試験並に溶血反応抑制試験 った。同じ免疫血清をA型人血球で吸収して用い，
託手旗腎臓克疫家兎血清くA'ー 型〉を用いて諸種動物 狭義のフ才 Jレスマジ氏抗体による溶血反応、の抑制試
尿に主る採集反応抑制試験を行うと，犬，豚，緬羊 験を行ったが全て陰性であった。
の尿で、は抑制作用を示ナものと示さないものとに区
海旗腎臓克疫家兎血清に対ずあ凝集反応抑制試験並溶血反応抑制試験く表 28)
一一一一一 一一一一叩ーー一-園田園宇田由盟国圏直圃
溶血反応抑制試験く緬羊血球:) I撰集反応抑制試験(A型人血球〉
動物。別 正常尿 | 濃縮透析尿 
-F41長 1248KK丙斗状 1248 K K[…ゐ出お忍包露日竺竺
親山羊 アルカリ|黄 色|州冊一叫|中性!禍黄色l ー#1ttf叫一明1+********
角山羊 グ |十時十時*十一冊 1f/ 1井県知一世 I-P-千十ト#十十件十十骨骨ー 十ト
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H旧制羊 澄黄色 十世1+十一冊1 -If十#1-叫--If十 ム+tL1十件廿骨骨廿-*アノレカリ 1 

新 1 
 H 1 叫十時制一世叫-If十fl+一冊 十L ドー廿+十+十+十士十廿+十一件
淡黄色叫1t十叫--If十 -If十時十j十--If十 +-1ム廿骨骨骨骨骨骨ー+十 
1 No.2 酸 1 H叫叫叫ー十時 叫叫叫一世 千件t十件+トt十件 *1十一 4十
11グ No.3 校黄色 十i十叫#十一冊 十時十ft#十一部 十千十ト十ト*+十十ト十ト+十-1十
l H白 犬

亙 犬
 
叫叫#十一冊色黄生'1酸 山一叫i山骨川骨骨一#11 
H4 三 f十世帯一冊 f十世畔-ff十一一一士ム++子+十一#l淡黄色 
j毎狽 No.l 無色透明叫叫十1
1 No.2 アルカリ白色調濁 f時十時-lt十一世 ，叫叫十件一世 4十件十t1十4十升骨骨骨-+十
十一世
山H 無透色明 -r…… 
グ No.3 グ 十時-If十冊-1+十 十十時十時一世十十十十十十+十十十骨骨廿+十一廿1
栗毛馬 
H 黄色調濁I叫山品山4山.J.I.ー叫川 11 一叫叫怖ー叫l十件#骨川升#ー廿
黒毛馬 11 I-H十時十時一冊 世十叫叫一冊++tL十ト件+十十ト**-+十
弱アルカリ豚 No.1 舎がt黄色|品十i十世一世H i肝十件十i十-1+十 一一土+十tL廿 *1十-1十 
H111 No.2 頁 色 十H--H十時一冊 甘十十時叫ー f[-+1十廿+十+十十十*+十+十一十十11 
H1 No.3 グ 黄色調濁 #十#十1十一時 冊叫冊-#十 tL-f十件 *1十件廿朴十十 -1十
グ No.4 冊十時十f十一帯 禍黄色アルカリ|黄 色 甘十叫#十一叫 一一一士+十+tL+十一件
H乳牛No.l 桂黄色 叫十時十時-#十 士十骨骨骨骨骨骨廿廿一+十 
黄 色
十1十世十時一世
H#十情冊一叫 世十時十件 -ff十骨骨+十+十→十件*1十+十一十トH H No.2 アノレカリ 
11H朝鮮牛No.1 冊叫#十一叫 十時十j十世-fl+4十4十十十士十士十件十十十ト+十-+十 
11 No.2 H 燈黄色 世帯十時-+1十十i十#十冊-+1十 *+十件十ト十十骨骨骨骨一+十
AS型人尿|酸 性|燈黄色|州ト冊|グ|禍黄色凶器時一利一一一一土+++tLー#
第 4項泌降反応 第2節諸種動物尿中のB型物質
A+型と考えられる豚の尿2例とA'+型と思わ 第 1項 E常人血清の抗 B~凝集素 α〉
れる犬の尿 1例で陽性であったく表 29)。 並にB型人血球克疫家兎血清
A型人血球完疫家兎血清と濃縮，透析
に対ナる凝集反応抑制試験
動物尿との沈降反応く表29)
家兎で、鹿収しつくされないA型人血清並にB型人
血球克疫家兎血清を用いて諸種動物尿による抑制試
験を行ったが抑制作用を示すものなし尿中に Br
の存在を示ナものはなかったく表 30)σ
R1均岳ぎち⑪?戸訟収\斗I 一"1河の別 ~I川
親山羊|一一一一|果毛馬
角山羊 l一一一一|黒毛馬
旧細羊 l一一一一|豚 No.1 I冊冊一一
新編羊|一一一一I11 No.2 
i毎摂 No.11一一一一I11 No.3 
グ No.2卜一一一 [11 No.4[都世一一， 
No.31一一一一|宇L牛 No.1

白 犬|一一一一1 1 No.2 

黒 犬 1-+十十一一i
朝鮮牛No.1

猫 No.ll一一一一1 -11 No.2 

p NO.21一一一-1AS型人尿|州一一 
AS型人峨| 町稀釈主で叶
抗血清は原液を使用ナ否。
第2項家兎血球克疫鶏血請に対ナる
凝集反応抑制試験 
ζの克疫血清をO型及びA型人血球で疲収し，抗 
C並に抗O抗体をI筏き，更に海涙血球で鹿収ナ与と
抗 Bn凝集素が主主る。との抗 Bn血清を用いて諸種
動物尿による抑制試験を行うん豚並に山羊の尿に
のみ僅かに抑制作用が見られたく表 31)0
第 3項街:旗血球克疫鶏血清に対ナ3
凝集反応抑制試験
との菟疫血清をA型人血球で殴収し抗C凝集素を
除〈と抗 BIIr凝集棄のみとなる。との抗 Bnr血清
を用いて諸種動物尿による抑制試験を行うと，歪?で
の勤物尿に弱い抑制作用が見られたく表 32)。
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抗B正常人血清並にB型人血球克疫家兎血清に対ナる凝集反応抑制試験 (表 30)
抗 B E 常 人 血 清 l尭B疫型家人兎血血清球
動物別
尿の性状 I2 4 8 1632K:K 尿の性状 1248KKI248KK
親山羊 ~~7・ Jレカリ 要王 色 ++-t十t十*ー骨 中性 無色透明 廿+十 4十一*骨骨骨一件
角山羊 ア Jレカリ 頁 色 ..L+骨骨骨--t十 中性 淡黄色 +十廿骨一、4十 士十 *1十--t十
旧緬羊 ア Jレカリ 黄色 士+子#-l中性 淡黄色 4十*-t十一+十 +十件 4十一十ト
新緬羊 ア Jレカリ 澄黄色 ム+十L骨骨一+十中性 決黄色 十十十十十十一+十 骨骨廿一+十 
1荷 No.1 酸 』性 桂黄色 *-tト+十*-t十--t十 中性 決黄色 4十*-t十--t十 廿士十+十一+十 
No.2 酸 性 淡黄色 4十骨骨骨*--t十 中性 淡黄色 骨骨骨一+十 +十十ト 4十一* 
No.3 酸 '1生 澄黄色 l-t十**骨骨ー+十 中性 桂黄色 4十十十+十-* 十十骨骨一+十
白 犬 ~~アノレカリ 淡緑黄色 +ト十ト骨骨骨--t十 中性 淡黄色 廿十十 4十--1十 t十+十t十一十十
黒 犬 酸 』陸 淡黄色 骨骨***--t十 中性 澄黄色 4十4十t十一件 骨骨骨ー# 
i毎狽 No.1 アノレカリ 無色透明 +十廿骨骨廿--t十 中性 無色透明|###ー廿 廿+十十十一廿 
No.2 ア Jレカリ 白色調濁 十十件十十骨骨ー十ト 中性 無色透明*-t十十十一廿 十ト骨骨--t十 
No.3 ア Jレカリ 白色調?萄 十十十干+十件4十一+十 中性 無色透明#廿十十--1十 4干+十十十一十ト
栗毛馬|アルカ P 黄色調濁 f十4十件骨骨-* 中性 禍黄色 t十4十+十一+十 4十十十十十--}十
黒毛馬アルカリ 黄色調濁 +十士十骨骨骨一件 中性 褐黄色 4十**--1十 骨骨骨ー+卜
豚 No.1 弱アルカリ l黄色調 +十骨骨骨ー廿 中性|淡黄色 骨骨骨ー廿 十 4十十十一廿 
No.2 -tL-tL骨骨-1+--t十 中性淡黄色 t十件t十一十十 十十件 4十一+十 
No.3 アルカリ黄色調濁 -tL十十十十 4十+十一十十 中'1生淡黄色 十十+十+十一十十 十十件十十--1十 
No.4 アルカリ黄 色 十*-t十骨骨ー十十 中性桂黄色 4十+十 4十一廿 +十 4十t十一十ト
三ド No.1 アルカリ 桂黄色 -tL-t十十十件#ー 十十 中性
褐 責ケNo.2アルカリ 黄色 骨骨骨骨4十一十十中性 黄色 t十骨骨ーす十骨骨骨一*
黄色 褐黄色廿骨骨--}f!-t十廿+十一升 
No.4 ア Jレカリ 黄色 十L廿廿+十件ー十ト中性 桂黄色村廿一山川一骨 
2 4 8 1632K K 山側K K J163264K K 
BS型人尿 酸 J住 桂黄色 中性 褐黄色
一土+.p.-l十一+ト 士士+一叫士士+ー#
第3節諸種動物尿中のO物質
第 1項山羊正常血清に対ずる
凝集反応抑制試験
抗O正常抗体を有ナる山羊血清に対kて諸種動物
の尿の抑制試験を行うと馬，豚，犬の尿!と抑制作用
が見られ，海猿，猫，緬羊の尿でも痕跡程度の抑制
作用が見られたく表 33)0
第 2項沈降反応
OS型人唾液克疫鶏血清と諸動物尿 (10倍濃縮透
析〉とで沈降反応を行うと豚及び馬の尿で極めて低
い反応を示したく表 34)。
第 4節家兎，馬，海棋の鼠に
共通に存在ナる抗原物質ー
人の血球とは関係がなく家兎，馬，海狽及び白鼠
の血球に共通に存在ナる抗原物質のあ与ととは加賀
山，市原によって確認されていあ。同じ様な抗原が
唾液に出るととは教室の森が見てい名。尿において
もこの関係があるであろうと考え実験を謹めて見
た。 
馬血球克疫鶏血清並に家兎血球克疫鶏血請につい
で家兎尿，馬尿，海猿尿で交錯殴牧試験を行った。
馬血球完疫鶏血清に対しで家兎尿，馬尿及び海旗尿
で吸収を行い，家兎血球及び馬血球を作用させる
と，馬血球の時は家兎尿，馬尿，海謀尿共に抑制作
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凝集反応抑1M試験(表 31) 凝集反応抑制試験(表 32)
動物の別
抗血清の別 家見血球克疫難血清
尿の処置 濃縮透析尿
尿の性状 2 4 8 1632 K K 
親山羊 中性 無色透明 一十+-ft*-1十
角山羊 淡黄色 一+1-1十+ト-*
旧'緬羊 中性 淡黄色 4干骨骨骨骨-*
新.緬羊 澄黄色 十+骨骨骨--1十
猫 No.1 淡黄色 fL骨骨骨骨一件 
No.2 中性 淡黄色 骨骨-ft* 1十-*
No.3 淡黄色 千十J..-1十十ト十十--ft
白 犬 中性 淡黄色 廿骨骨骨+十一+十
黒 犬 桂黄色 骨骨骨 f十4十一十ト
i毎旗 No.1 無色透明 +十+十件十十件--1十 
No.2 中性 無色透明 骨骨骨骨 4十一+十 
No.3 無色透明 t十骨骨骨 4十--1十 
栗毛馬
黒毛馬
中性 褐黄色
褐黄色 
十骨骨骨骨一件
+-JL1十十ト 4十一-ft
豚 No.l 淡黄色 一+-J-L骨骨一骨
No.2 中性 淡黄色 ム十fL+十十十一十ト
No.3 淡黄色 一一+-{L-l十一#
No.4 澄黄色 ーム+fL1十一士ト
牛 No.l 禍黄色 骨骨骨骨士十一+十
No.2 中性 禍黄色 4十:十ト 4十-ft-}十--ft
No.3 褐黄色 十十+十+十十ト十トー 十ト
No.4 澄黄色 +十骨骨骨-ft-1十
動物の別
抗血清
尿の処置
海混血球克疫難血清
濃縮透析尿
c'¥l寸4α)~門O 的N 吋U4d13〉 凶凶h訟v 尿の性状
親山羊
角山羊
旧緬羊
中出|無色透明
中性|淡黄色
吋黄色
一一一一土++ー骨
一一一ー ム+fI---}十
一一--J-+-P-tLー 骨
新編羊 中性 黄色 一一一一士士+ー骨
!Ui No.1 中性淡黄色 一一士++tLfL--ft 
猫 No.2 中性淡黄色 一士+++十1-1十一骨 
猫 No.3 中性桂黄色 一一--J-++fL-*
一一一ーム+子--}十
一一ーム+-fLfLー骨 
白 犬
黒 犬
中性
中性
淡黄色
桂黄色
i年1冥 No.1
if手渡 No.2 
中白性!録2色透明
中 色透明
一一士ム十**-1十 
一士+tLfL骨骨--t十
海旗 No.3中 色透明 一一士十子千件一+ト
栗毛馬 中性禍黄色 一一土+tL+十廿ー#
黒毛 Æ~ 中性禍黄色 一一士++十L-I十一骨
豚 No.l 中性淡黄色 一一士ム十十L朴-* 
豚 No.2 中性淡黄色 -.....士ム++十十一骨 
豚 No.'3 中性淡黄色 一一一士++十L一件 
豚 No.4 中性澄黄色 一一一土++千ー十ト
乳牛 No.1中性禍黄色 一一ーム+骨骨ー# 
乳牛 No.2中性禍黄色 一一一+tL-fL十トー # 
朝鮮午 No.1中性褐黄色 一一++tL+十廿--ft 
朝鮮牛 No.2中性澄黄色 一一一+千十ト骨ー骨 
BS型人尿|中性|禍黄色|一一一一一一升 BS~ 人尿|中性|禍黄色卜一一一一士ムー#
山羊正常血清に対ナる凝集反応抑制試験く表 33)
TS戸位五 、 尿
動物の別 
尿の性状 1C'¥l叩∞出お忍器凶凶 尿の性状 1C'¥l叩∞白羽 38語S凶凶
弱アルカ 9親山羊 十骨骨骨骨--1十4十-ft+ト4+十無色透明+骨骨骨#骨骨-~色
、色黄
黄
アノレカリ角山羊 淡黄色骨骨骨骨士十4十4干-1十 +十 4十骨骨f十士十骨骨骨 -1十
旧緬羊 アJレカリ 黄色 士+十L.p.骨骨骨一十十 淡黄色1川町叩ー骨rj:l性
アノレカリ新緬羊 桂黄色ー土士+骨骨骨骨骨--t十
白 犬
澄黄色 一..L+tL-I十十十*一+十
弱アルカ P決緑黄色 淡黄色 一士ム十tL骨骨骨骨-+十士ム 4十十ト+十*+ト-+十 中性l
決黄色黒 犬 酸性 淡黄色 士ム+骨骨骨骨--ft ーム+tL骨骨骨骨骨--ft
猫 No.1 酸 性 桂黄色 骨骨骨骨骨骨骨--ft 淡黄色|土+fL骨骨骨骨骨-ft~-}十
す品. No.2 酸 性 中性 淡黄色淡黄色 +fL-ft+十骨骨骨--1十 +-fLfL骨骨骨*骨骨--t十 
桂黄色 ムム十骨骨骨 4十4十+十--t十1白 No.3 酸 性 桂黄色1+千件骨骨廿廿ー#
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海猿 No.l アJレカ P 無色透明 士-1-++'-1-十4十十ト骨骨ー廿
海1冥 No.2 無色透明アJレカ P 白色調掲十十叶十ト件+十4十一+十中性 -1-十千十ト士十骨骨骨十fー十十
アノレカリ海1冥INo.3 無色透明白色調潟-1-+千十ト十十升十十一+ト ++'-1-十4十4十廿+十十十4十一+十
アJレカリ栗毛馬 黄色調濁 禍黄色 一ーム十十L十ト廿#十ト--1-十一一土+千+十件-1十中性
アJレカリ 黄色調濁黒毛馬 禍黄色一一士ム十千骨ー廿 一一士十十L廿#十十十十-1十
~~アルカロ黄色調濁豚 No.l -++件t十*-1-十一十ト l淡黄色-1--1-+++1-**1+*ー 廿
弱アノレカP黄 色豚 No.2 一一ーム十#卦ー#中性淡黄色ーーム+十十廿廿十十十十一+十
豚 No.3 ーム++f-廿廿ー廿 決黄色 iー ム+++'-*廿十十廿 廿…日|黄色掴濁
アJジカリ黄 色豚 No.4 桂資色一一一一士ム十+廿--1-十
乳牛 No.lアルカリ樫黄色
一 日l街黄色i十一一
++-J-L十+廿廿廿--t十
乳牛No.2アルカ F黄 色 士+十+'-十十廿骨ーす十中性禍黄色 +-1-1-廿廿十トナト廿4十一す十
朝鮮牛No.lアノレカリ黄 色 +++'-*-1-十+十4十一十ト 禍黄色十+-1-1-廿廿十十す十十十4十一十十
朝鮮牛 No.2アルカリ|黄 色 十子廿廿廿廿#ー廿 |桂黄色+千廿廿廿#廿廿廿ー廿 
os型人尿|酸 性|澄黄色|ーム+-P.-***ー廿片隅黄色|一一一一ーム+十千ー廿 
os型人唾液兎疫難血清と濃縮透析
勤物尿との沈降反応(表34)
副作1-;吊57十 2 4 K 
親山羊 一一一
角山羊 一一一 
旧緬羊 一一一
新緬羊 一一一
白 犬 一一一
黒 犬 一一一
潟;~冥 No.l 一一一
海Z冥No.2 一一一
海5冥 No.3 一一一
栗毛馬 十時一一
黒毛馬時一一 
猫. No.l 
5苗 No.2 
豚. No.l 世一一一
豚 No.2 1十叫一一
豚 No.3 1十時一一
豚 No.4 叫冊一一
乳牛 No.1
ぎし牛 No.2
朝鮮午No.l
朝鮮牛No.2
os型人尿|時+一一 
2x 
5X 
lOx 
20x 
os型人唾液克疫難血清と 
os型人唾液との沈降反応 
4 	8 16 32 64 128 256 512 K 
4十	 1十世帯叫冊 
4十-1& *世 
十冊 1十 
用が見られず，家兎血球の時は家兎尿，馬尿，l毎誤
尿共に痕跡程度の抑制作用が見られた。馬血球免疫
鶏血詰は海混血球に対して凝集反応を示さないた
，;¥;?，海混血球は使用が出来なかった。
家兎血球克疫鶏血清に対して家兎尿，馬尿， ~.毎旗
尿で暖lIJ.:を行い，家兎血球，馬血球及び海狽血球を
作用させ~と家兎血球及び馬血球の時には家兎尿，
馬尿及びj紅旗尿に共tて抑制が見られなかったが，海
損血球を用いた時には家兎尿，馬尿，i年袈尿に共に
弱いが抑制作用が見られた。尿と同様に家兎唾液，
海狽唾液についても実験を試みたが，尿の場合と同
。白35)じ様な成績が得られたく表 
第 5節第4寧の概括
以上述べたととろを主とめて見ると，動物尿中の 
A型物質は犬，豚.緬羊の尿では出るものと出ない
ものとに区別され，部分抗原でるる Arv抗原による
検索でもとの 2型に区別され，先人の唾液で・見た結
果と同じである。猫，牛，馬，山羊，海誤の尿では
例数が僅かでるったためかA型物質は認められなか
った。犬，豚の尿ではA型質は沈降反応でも証明さ
れた。 
B型物質については Br部分抗原は各種動物を通
じて認、必られず， BTIr部分抗原は僅恥ながら総ての
動物の尿に認bられ，分泌ナるものとしないものと
の区別は見られな払った。 Bn部分抗原は僅かに豚
及び山羊の尿に証明されたが，他の動物尿では認め
られなかった。 
0物質は馬，豚，犬の尿に認められ，猫， r毎誤，
緬羊の尿には痕跡程度に ζれを認め得た。豚，馬の
尿では沈降反応でも証明された。
家兎，馬，海濃の共通抗原の検索の際，馬血球克
克鶏血清を使用した場合には家兎尿，馬尿，海濃尿
に共に抑制作用が見られなかったのは克疫血清中に
産生された抗体の性質によるものと思われあ。
家兎血球克疫鶏血清は馬血球及び家兎血球に対し
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家兎血球克疫難血清及びA[~血球克疫鶏血清に対す・る家兎尿馬尿侮旗尿の凝集反応抑制試験 く表 35) 
l 家兎血球克疫鶏血清 | 馬血球克疫鶏血清 
盟液I_~り「竺_'ê~jf{_1干十液7下ff?型1;比二瓦[
血 1----稀釈| ω閃寸， VI v 1c'¥l寸f∞:s~ ;宮%Ç ~k....~...! C'\l可∞I:OC'\lVlVl I球|車uq吾¥¥JN 叩∞ H 的忍凶凶| 門的 φ 岳民凶凶 i H 的凶凶 1 C'¥l可∞凶凶 
jlJ~ No.ll十卜十ト廿士十十ト十十一廿十十廿廿廿十トー廿 

烏 No.2lf十十十廿+十十十廿-廿 1+十#士十廿+十一廿

，	，，1 1 ， ，，11 r，I s;'"cr; 1I.T~ 1 1 '1 1 1 1 1 1 1i 1 1 r路 r 1r 1 r IT r rI家兎 No.l1fL廿十十廿廿 t十一廿 I~十廿 t十十" 十廿廿朴廿-+十|十十士" 十骨骨廿ー廿|十十 4十廿ー十十
血|家兎 No.21千廿廿骨骨骨ー廿|廿廿廿ー件-1+#甘廿ー廿|千廿廿骨廿ー廿|廿廿廿ー廿
家兎 No.31 fL朴廿十十十十廿ー廿 I fL十卜廿十十廿十十朴十十一廿 I~十廿十十十十+十一+十 I~十-1++十一廿
球|託手旗 No.ll 廿廿イ十廿件甘ーす十 l 廿十十 4十十十廿 f十十十十十一十十!千十ト 4十十十十卜-~十|廿廿廿ー廿 
ií手狭 No.21 十ト+十廿廿十十イ十一骨 l 廿廿廿廿十十+十十ト廿ー十ト i 廿十ト廿十十十十-~十|廿十ト廿ー廿
海狽 No.31 十十骨骨#~+廿ー朴|廿 4十廿廿++， +ト廿廿一十十|廿廿 1十十十廿ー十ト I~十廿#ーす十
馬	 No.l I十十十卜十十十卜十卜廿一升 I I-L-十件廿廿ー す十
馬 No.21十ト廿廿廿十ト廿一廿士十+fL廿ー十ト
家|家兎 No.ll件件制十件朴一廿告件廿件#件制十一件 1+ fl-+1-骨骨ー #1件十ト廿ー廿
兎|家兎 No.2[十十件廿十十十十#一十トfL十卜廿廿骨骨十十十十一十十[..LfL廿 4十4十-+十[-ト千十トー 廿
血|家兎 No.31廿朴廿十十件4十一士卜"fL十十廿廿廿4十十十廿
、
一+十 l+fL-t十十十廿トー廿 IfL十ト十十一廿
球|海狽 No.ll+十廿+十件廿廿 --1十fL~十廿十ト廿廿十+廿--1十|十士L f-!-十ト廿ーす十|士L.~十件-+十
?毎狽 No.21十十イ十十十件十卜十十-+十 fL廿十十廿 4十廿廿十十一廿 l+fL十十卦十十--1十|廿廿士十一廿
海狸 No.31+ト十ト十十十ト廿十トー 廿 fL-t十十ト廿+十廿廿廿-+十 1+十fL-I十廿ー 廿 IfL廿十ト一千十
馬	 No.l I一+fL廿件廿ー十ト

No.2 I ー +fLfL# 廿~~十

海|家
馬
兎 NO.ll- 十+廿朴廿ー廿|一一~-L-+骨骨廿ー廿
狽|家兎 No.21ー ム+十L廿廿一-H-[一一一ーム十十十イ十一#

血|家兎 No.31ー 士+fLfL廿ー廿|一一一一土+fL廿-:-#

球|託手渡 No.ll 一一士ーL 十L+十一廿|十十千廿廿骨骨十十~~十
海狽 No.21一一++十十+十一 #i士十+骨骨骨骨廿-+十 

海猿 No.3 I一一+千朴廿一件 l+fLfL廿廿廿十十廿ー廿

ては海混血球!亡対ナるよりも透かに高い凝集価を示 尿，家兎尿，海猿尿に共に弱いが抑制作用が見られ
した。馬血球乃至家兎血球を使用した時は抑制作用 た。家兎唾液，掲:旗1唾液でもそれらの尿と同じ様な
が見られなかったが，海旗血球を用いた時には馬 成績が見られ，両者は平行関係を示した。
第 5霊堂総 括
1.人尿中の型物質tr.):尿の採取の時期によりあまり差異がなく唾液中の型物質と平行してい
る。 
2.各型人尿に3ないで共に分泌型，非分迎、型の日Iがそのま Lの尿で認められ，尿を濃縮透析
すると差異がー唐著明になる。 
3. A型人尿の分泌型では各部分抗原 (A1，Am，AIV)が認められ，。物質も証明されたが，
非分泌型では何れの部分抗原も認められたかった。 
4. B型人尿の分泌型では各部分抗原 (BI，Bn，Bm)が認められ， 0物質も証明されたが，非
分泌型の尿では何れの部分抗原も認められなかった。 
5. 0型人尿の分泌型では各部分抗原 (01，On，Om)が認められ，非分泌型の尿では何れの
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部分抗原も認められ主主かった。 
6. A型人尿及びO型人尿では弱いが型的沈降反応が認められたが， B型人尿では見られた
かった。 
7. A型及びB型人尿菟疫家兎血清には種属特異性凝集素は殆ど産生きれず干，型特異性凝集
素の産生が認められた。 
8. A型人尿発疫血清では非特異的の沈降反応が見られたが， 0型人尿菟疫鶏血清では人尿
及び、唾液のO物質に対する弱い沈降反応が見られた。 
9.人尿菟疫血清中の型抗体は人唾液で容易に吸収され，炭水化物性型抗原にも作用ナるも
のである。 
10.犬，豚，緬羊の尿中にA型物質を認め，且，とれらにはA型物質を尿中に出ナものと出
きないものと古豆ある。 
11.丈，緬羊，豚，山羊，海狭，牛，馬の尿中には B1部分抗原は認められないが Bm部分
抗原は認められた。 
12.馬，豚，犬の尿中には0物質が認められ，とれば海狽，猫，緬羊の尿中にも痕跡程度に
認め得?と。 
13. 犬，豚，細羊の尿中のA型物質は沈降反応でも認められ，また馬，豚の尿中のO物質も
沈降反応で認められた。 
14. 家兎尿，馬尿，海1冥尿に人と関係のない共通抗原を有して居るように思われj家兎唾液，
海j冥唾液でもそれらの尿と同じ様た成額が見られ，両者は平行関係を示した。
稿を終る~こ臨み，終始'懇篤な御指導を賜われ御校閲を下さった恩師加賀谷教授に衷心土 P 感
謝し会ナ。また本研究は文部省科学研究費の援助を得たととを附記し主ナ。
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